
 

 

たけのこ（金沢市） 
 

 

 

おとなり金沢市の内川地区では、古くからたけのこが栽

培されています。金沢のたけのこは金時草や、ふときゅう

りとならぶ「加賀野菜」の１つで、江戸時代から栽培され

たといわれています。  

たけのこは、お腹のそうじをしてくれる“食物せんい”

が多いほか、たんぱく質やビタミンもふくんでいます。ゆ

でたたけのこに、白いつぶつぶがついているのを見たこと

がありますか？ これは、“チロシン”というたんぱく質

の成分で、食べても大丈夫なものです。 

春の味覚を代表する生のたけのこ、おいしく食べられる

“旬”の時期は、ほんの短い間です。“旬”の味を楽しみ

ましょう。 

 

 

 

 


